
本紙は古紙配合率１００％・白色度７０％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を�

第１４７６号

11／�年�２００６�
（平成１８年）�7

◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

　

近
頃
、
「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
見

聞
き
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
の
中

で
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
と
、
く

ら
し
の
中
の
様
々
な
場
面
で
「
エ
コ
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
球
温
暖
化
や
ご
み
問
題

な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
問
題

の
要
因
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
エ

コ
ラ
イ
フ
（
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
・

活
動
）
を
意
識
し
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
「
わ
が
家
（
わ
が
社

・
わ
が
校
）
の
エ
コ
ラ
イ
フ
自
慢
」
と

題
し
て
、
あ
な
た
の
ご
家
庭
や
職
場
、

学
校
な
ど
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
々

な
環
境
配
慮
行
動
を
募
集
し
、
広
報
や

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
地
球
に
優

し
く
、
家
計
も
潤
い
ま
し
た
！
」
「
み

ん
な
に
教
え
た
い
！
」
な
ど
と
い
っ
た

ご
家
庭
で
の
工
夫
や
、
商
店
街
や
学
校

な
ど
地
域
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ

い
。

○
応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

ま
た
は
市
内
に
あ
る
企
業
・
学
校
等

○
応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
境
川
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
環
境
保
全
課
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
環
境
保
全
課
（
〒　
１９４

－

０
０
３
３
、
木
曽
町
２
０
５
、
11
７

２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

○
募
集
締
切　

９
月　

日
（
消
印
有

３０

効
）

※
応
募
用
紙
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
市
の
取
り
組
み
↓
環
境
に
関
す
る
取

り
組
み
↓
町
田
市
環
境
白
書
↓
）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
ば
郵
送
し
ま
す
。

　

詳
細
は
応
募
用
紙
に
添
付
さ
れ
た
応

募
要
領
を
ご
覧
下
さ
い
。　

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

輸
血
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
血
液
の

需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
暑

さ
の
厳
し
い
こ
の
時
期
は
献
血
者
が
減

り
、
血
液
の
確
保
が
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、
献
血
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
献
血
運
動
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
に
、
「
夏
季
献
血
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
骨
髄

バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
も
同
時
開
催
し

ま
す
。

　

病
気
や
け
が
で
治
療
を
待
っ
て
い
る

患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１５

１１

　

分
〜
午
後
３
時　

分
（
骨
髄
バ
ン
ク

３０

３０

ド
ナ
ー
登
録
の
受
付
は
午
後
３
時
ま

で
）

○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田
及
び
ま
ち
だ
献

血
ル
ー
ム
（
三
井
住
友
銀
行
町
田
駅
前

ビ
ル
４
Ｆ
）

※
ま
ち
だ
献
血
ル
ー
ム
で
は
成
分
献
血

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
花
の
鉢
植
え
を
差
し
上
げ
ま

す
。

※
ま
ち
だ
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
毎
日
献

血
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
受
付
時
間

＝
午
前　

時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時

１０

〜
５
時　

分
）
。

４５

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３

７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
（
町
田
市

献
血
推
進
協
議
会
事
務
局
）

夏夏
季季
献献
血血
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
をを

実実
施施
しし
まま
すす

献
血
・
骨
髄

バ
ン
ク
に

　

ご
協
力
を

　

市
で
は
災
害
発
生
時
の
飲
料
水
を
確

保
す
る
た
め
、
東
京
田
中
短
期
大
学
及

び
桜
美
林
学
園
と
「
災
害
時
に
お
け
る

応
急
給
水
に
関
す
る
協
力
協
定
」
を
そ

れ
ぞ
れ
４
月
１
日
、
５
月
１
日
に
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
両
校
に
あ
る
受
水
槽
を
災

害
時
応
急
給
水
施
設
と
し
て
地
域
の
住

民
に
可
能
な
限
り
給
水
開
放
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

水
は
あ
な
た
の
命
を
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
大
人
一
人
が
災
害
発
生
時
に
最
低

必
要
と
さ
れ
る
量
は
１
日
３
㍑
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
も
最
低
３

日
分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

東
京
田
中
短
期
大
学

桜

美

林

学

園

と

災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保
の
た
め

　
　

協
定
を
結
び
ま
し
た

　女性総合外来は、女性の心、からだ、生活に
配慮した医療を提供するための女性診察専用の
窓口です。
相談日　毎週月曜日午後
臨床心理士による初回相談料　３０００円（税別）
　予約電話の受付は月～金曜日、午前９時～午
後４時（土・日曜日、祝日を除く）に受け付け
ます。
受付電話番号11７２２・２２３０内線３００

　

６
月　

日
に
開
か
れ
た
市
議
会
本
会

２６

議
で
同
意
を
得
て
、
助
役
に
町
田
修
二

氏
が
７
月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

町
田
修
二
助
役

　

昭
和　

年
生
ま
れ
、　

歳
。
昭
和　

２７

５３

４６

年
東
京
都
就
職
、
都
市
計
画
局
建
築
指

導
部
副
参
事
（
建
築
防
災
担
当
）
、
都

市
計
画
局
市
街
地
建
築
部
市
街
地
企
画

課
長
（
統
括
）
な
ど
を
歴
任
、
平
成　
１７

年
４
月
か
ら
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り

政
策
部
土
地
利
用
計
画
課
長
（
統
括
）

　

「
名
前
ど
お
り
腹
が
広
く
見
え
る

ね
」
と
に
こ
や
か
な
先
生
の
お
話
。
長

野
市
郊
外
、
戦
爆
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た

校
舎
の
一
部
改
造
新
制
中
学
校
裏
の
田

ん
ぼ
、
私
の
虫
好
き
生
涯
を
決
す
る
恩

師
、
山
本
初
治
先
生
と
の
出
会
い
が
、

こ
こ
だ
っ
た
。
教
師
を
目
指
し
、
こ
の

年
ま
で
虫
と
戯
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
先
生
の
お
人
柄
に 
惹 
か
れ
た
か
ら

ひ

で
あ
る
。

　

こ
の
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
に
再
度
出
会

っ
た
の
は
、
三
輪
町
に
残
さ
れ
た
貴
重

な
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。
私
の
中
学
生
時

代
、
身
近
な
図
鑑
な
ど
皆
無
。
あ
れ
か

ら
六
十
年
に
も
な
る
の
に
、
こ
の
ト
ン

ボ
と
の
出
会
い
が
き
わ
め
て
鮮
明
で
あ

る
。
「 
♂ 
と 
♀ 
で
は
、
模
様
が
同
じ
で

お
す 

め
す

色
が
異
な
る
」
と
先
生
の
お
話
が
続

く
。
確
か
に
形
も
縞
模
様
も
同
じ
な
の

に
、
体
全
体
が
紺
青
の
♂
、
♀
は
黄
色

と
ま
る
で
別
種
だ
。
手
に
と
っ
て
確
か

め
る
。

　

自
然
の
不
思
議
さ
、
こ
の
深
さ
。

　

三
輪
町
コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ
寝
ぐ
ら

は
、
場
所
が
限
ら
れ
数
も
多
く
は
な
い

が
、
五
〜
六
月
に
細
々
な
が
ら
毎
年
発

生
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
気
付
か
れ

た
同
好
の
大
西
公
一
氏
（
川
崎
市
在

住
）
の
ご
好
意
で
貴
重
な
ハ
ラ
ビ
ロ
ト

ン
ボ
の
♀
記
録
写
真
を
こ
こ
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
ア
キ
ア
カ
ネ
よ
り
腹

部
が
幅
広
く
、
一
見
し
て
区
別
で
き

る
。
日
本
で
は
、
本
州
〜
九
州
、
さ
ら

に
大
陸
へ
と
分
布
を
広
げ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
雌
雄
の
色
彩
差
を
チ
ョ

ウ
の
世
界
か
ら
見
て
み
た
い
。
今
ま
で

私
が
町
田
市
で
生
息
を
確
認
し
た
チ
ョ

ウ
類
六
十
九
種
め・

と
し
て
こ
こ
に
ご
紹

介
す
る
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
で
見
て
お
く

（　

・　

・
７
町
田
市
産
保
存
標
本
写

０３

１１

真
参
照
）
。
♂
は
紫
色
が
濃
く
、
輝
き

も
派
手
。
♀
は
澄
ん
だ
空
色
、
輝
き
も

強
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
チ
ョ
ウ
に
は

性
差
の
あ
る
の
が
普
通
で
、
♂
は
け
ば

け
ば
し
く
派
手
、
こ
れ
が
美
し
い
と
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
さ
て
…
。
♀
は
目
立

た
な
い
も
の
が
多
い
。
子
孫
を
守
る
た

め
と
言
わ
れ
る
が
、
さ
て
…
。
ま
あ
、

交
尾
相
手
を
間
違
え
な
い
あ
た
り
が
無

理
の
な
い
と
こ
ろ
か
。
し
か
し
、
視
覚

で
は
な
く
臭
覚
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
は
、
本
州
以
南
に

分
布
す
る
南
方
系
の
種
で
寒
冷
地
で
は

 
稀 
、
長
野
県
育
ち
の
私
に
は
、
少
年
時

ま
れ代

の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
っ
た
。

　

幼
虫
は
カ
シ
の
仲
間
や
ク
ヌ
ギ
、
コ

ナ
ラ
な
ど
も
食
べ
、
体
こ
そ
小
さ
い
が

飛
ぶ
力
は
強
く
、
活
発
に
飛
び
回
る
。

成
虫
で
冬
を
越
す
が
春
先
に
見
る
こ
と

は
少
な
い
。
以
前
、
町
田
に
は
そ
う
個

体
数
の
多
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
よ
く
目
に
つ
く
よ
う
に
な

っ
た
。
地
球
の
温
暖
化
を
身
近
に
感
じ

さ
せ
る
好
例
と
も
い
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
球
は
、
ど
う
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
球
上
に
ポ

ツ
ン
と
現
れ
た
一
生
物
と
し
て
の
私
で

は
あ
る
が
、
町
田
の
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
に
接
し
、
ま
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を

三
十
四
年
間
に
わ
た
り
、
ご
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
温
か
く
支
え
て
下
さ

っ
た
市
当
局
な
ら
び
に
多
く
の
方
々

に
、
た
だ
、
た
だ
感
謝
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ひ
っ
そ
り
と
ま
た
懸
命
に
生
き
る

町
田
の
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
ひ
っ
そ
り
と
学
び
続
け
て

い
き
た
い
。

（
三
輪
町　

北
村
文
治
）

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝

〈
町
田
の
自
然
を
守
っ
て
き
た
先
人
に
感
謝

〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

（
そ
の　

・
最
終
回
）　

２７０

〜
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
と
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
〜

三輪町のハラビロトンボ
♀（０６.５.４） ♂（０５.６.１３）

ムラサキシジミの♂と♀
２００３.１１.７芹ヶ谷公園にて

♂

♀

広
報
広
聴
課
よ
り

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
「
ひ
っ
そ
り
生
き

る
町
田
の
自
然
」
は
昭
和　

年
５
月

４８

１
日
か
ら
今
号
ま
で
２
７
０
回
続
い

た
も
の
で
、
通
算
で
４
人
の
執
筆
者

に
よ
っ
て
連
載
し
て
き
た
も
の
で

す
。

　

現
在
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
何
ら
か

の
形
で
ま
と
め
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
読
み
物
に

つ
い
て
も
、
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

長
い
間
の
ご
愛
読
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民病院・女性総合外来は電話予約制です

「わが家
　　　　エコライフ自慢」　　　　　エコライフ自慢」�

「わが家（わが社・わが校）の�
　　　　エコライフ自慢」　　　　　エコライフ自慢」�

「わが家（わが社・わが校）の�
　　　　エコライフ自慢」

あなたの
「エコ」教えて下さい！

を募集します�

本
日
の
新
聞
に
は
「
ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
特
集
」
が

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

町
田
市
助
役
に

町
田
修
二
氏
が

　
　
　
　
　

就
任

町田修二助役
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偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
―　

歳
代
の
方
に

２０

限
ら
れ
、
本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
審

査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
ま

た
は
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
で
き

ま
す
。
認
印
と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の

上
お
い
で
下
さ
い
（
町
田
市
に
転
入
さ

れ
た
方
は
前
年
も
し
く
は
前
々
年
の
所

得
が
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で

す
）
。

　

承
認
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期

間
に
算
入
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に

も
一
部
反
映
さ
れ
ま
す
（
若
年
者
納
付

猶
予
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
）

（
注
）
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ

き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
未

納
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、　

年
以
内
で
あ

１０

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
、
納
め
た
場
合
は
保
険
料
納
付
済

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

こんなときは忘れずに手続きを！

申　請　先必要な手続

国保年金課国民年金係
または各市民センター

厚生年金等に加入していた方が
退職したときは、第１号被保険
者への変更手続きが必要です。

会社などを
退職したとき

配偶者の勤務先の会社
または共済組合

厚生年金等に加入している配偶
者の扶養（第３号被保険者）に
なったときは、健康保険の届出
と一緒に勤務先の会社または共
済組合へ届出することになりま
す。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
になったとき

国保年金課国民年金係
または各市民センター

収入が増えたり、離婚等により
配偶者の扶養（第３号被保険
者）でなくなったときは、第１
号被保険者への変更手続きが必
要です。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
でなくなったとき

国保年金課国民年金係
または各市民センター

厚生年金等に加入していた配偶
者が退職したときは、扶養され
ていた方（第３号被保険者）も
第１号被保険者への変更手続き
が必要です。

配偶者が
退職したとき

配偶者の勤務先の会社
または共済組合

引き続き配偶者の扶養（第３号
被保険者）になるときは、健康
保険の届出と一緒に新しい勤務
先の会社または共済組合へ届出
することになります。

配偶者が
転職したとき

第３号被保険者第２号被保険者第１号被保険者

第２号被保険者に扶養
されている妻または夫

厚生年金や共済組合に
加入している会社員や
公務員など

自営業・学生・フリー
ター・無職の人など

年金手帳をなくしてしまったら

　再交付することができます。ただし、被保険者の種類
により手続き先が異なりますので、ご注意下さい。

市役所国保年金課国民年金係
または各市民センター

（八王子社会保険事務所から送付されます）
第１号被保険者

勤務先の会社等第２号被保険者

配偶者の勤務先の会社等第３号被保険者

年金請求の手続き・相談

申　請　先対　象　者

国保年金課国民年金係
各市民センター

国民年金第１号被保険者期間の
みで受給権のある方

老齢基礎年金
八王子社会保険事務所
町田年金相談センター

国民年金第３号被保険者期間、
または厚生年金等に加入してい
た期間があり、受給権のある方

国保年金課国民年金係

国民年金第１号加入中、または
２０歳前に初診日があり、現在障
害基礎年金の１，２級相当の障
害の状態にある方

障害基礎年金

八王子社会保険事務所
町田年金相談センター

国民年金第３号加入中に初診日
があり、現在障害基礎年金の
１，２級相当の障害の状態にあ
る方

国保年金課国民年金係
各市民センター

国民年金加入中、または老齢基
礎年金受給権のある方、もしく
は老齢基礎年金受給中の方が亡
くなった場合、子のある妻か子
（子が１８歳未満）

遺族基礎年金

国保年金課国民年金係
各市民センター

老齢基礎年金受給権のある夫が
何の年金も受けずに亡くなった
場合、婚姻期間が１０年以上ある
妻で、６０～６５歳の間の方

寡婦年金

国保年金課国民年金係
各市民センター

保険料を３年以上納めた人が何
の年金も受けずに亡くなった場
合、その遺族の方

死亡一時金

国保年金課国民年金係

①平成３年３月以前の国民年金
任意加入対象者であった学生
②昭和６１年３月以前の国民年金
任意加入対象者であった厚生年
金保険等に加入していた方の配
偶者
①または②の方で任意加入して
いなかった期間中に初診日があ
り、現在障害基礎年金の１，２
級相当の障害の状態にある方

特別障害給付金

※各年金の受給要件等について、詳しくは申請先にお問い合わせ下さい。
※全ての年金は受給資格があっても、本人の請求がなければ支給されません。
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足
は
第
２
の
心
臓
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
も
な
く
夏
、
自
分
に
合
っ
た
靴

で 
颯  
爽 
と
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

さ
っ 
そ
う

自
分
の
足
の
サ
イ
ズ
を
知
る

　

足
長
（
か
か
と
の
１
番
出
た
箇
所
か

ら
爪
先
ま
で
の
長
さ
）
と
足
囲
（
親
指

の
付
け
根
と
小
指
の
付
け
根
の
一
周
で

す
。
サ
イ
ズ
表
示
で
は
、
Ｅ
、
Ｅ
Ｅ
な

ど
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
靴
の
幅

の
表
示
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
測
り
ま

し
ょ
う
。
同
じ
足
囲
で
も
幅
が
広
く
、

甲
が
高
い
足
、
幅
が
広
く
甲
が
薄
い
足

も
あ
り
ま
す
。
足
の
形
と
靴
の
形
が
よ

り
近
い
、
履
き
や
す
い
靴
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

日
本
の
男
性
の
足
囲
は
、
Ｅ
、
２
Ｅ

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
大
量
生
産
の
た

め
に
、
市
販
品
は
、
３
Ｅ
、
４
Ｅ
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

足
囲
は
Ｅ
以
下
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

サ
イ
ズ
は
２
Ｅ
、
３
Ｅ
、
４
Ｅ
が
中
心

に
な
っ
て
い
ま
す
。

足
の
健
康
を
守
る
た
め
の
靴
選
び

―
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
―

　

合
わ
な
い
靴
は
少
し
ず
つ
足
腰
の
痛

み
や
、 
外  
反  
母  
趾 
、
た
こ
、
魚
の
目
、

が
い 
は
ん 

ぼ 

し

巻
き
爪
等
の
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
は
デ
ザ
イ
ン
の
妥
協

も
必
要
で
す
。
あ
な
た
は
次
の
こ
と
を

気
に
し
て
い
ま
す
か
？

○
か
か
と
の
低
い
靴
を
履
く
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
か
？

○
履
い
た
時
に
、
か
か
と
は
、
し
っ
か

り
し
て
い
ま
す
か
？

○
ヒ
ー
ル
は
な
だ
ら
か
で
す
か
？

○
ひ
も
靴
を
で
き
る
だ
け
選
ん
で
い
ま

す
か
？　

ひ
も
は
ぐ
っ
と
締
め
て
調
節

し
て
み
て
下
さ
い
。

○
通
勤
、
散
歩
な
ど
に
履
き
分
け
を
し

て
い
ま
す
か
？

○
靴
の
中
で
足
指
を
動
か
し
て
み
て
下

さ
い
。
動
い
て
い
ま
す
か
？　

ピ
ッ
タ

リ
は
感
心
し
ま
せ
ん
。

○
靴
を
履
い
て
、
足
指
を
靴
先
に
つ
け

て
、
か
か
と
と
靴
の
間
に
鉛
筆
１
本
が

入
り
ま
す
か
？

○
足
指
全
部
が
靴
底
に
接
し
て
い
ま
す

か
？

　

そ
の
他
に
、
靴
下
も
歩
き
や
す
い
も

の
を
選
ん
で
下
さ
い
。

　

例
え
ば
、
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
を
履
い

て
歩
く
と
、
裸
足
や
普
通
の
靴
下
を
履

く
よ
り
も
安
定
し
た
歩
行
が
で
き
る
と

い
う
人
も
い
ま
す
。

　

最
近
は
お
し
ゃ
れ
だ
け
で
な
く
、
健

康
に
気
を
配
っ
て
く
れ
る
シ
ュ
ー
フ
ィ

ッ
タ
ー
の
い
る
お
店
が
増
え
て
い
ま

す
。　
　
　

　

足
の
健
康
の
た
め
に
や
さ
し
い
靴
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

八王子社会保険事務所
〒１９２－００７５　八王子市南新町４－１
1０４２－６２６－３５１１

町田年金相談センター
〒１９４－００２２　
町田市森野１－１５－１３パリオビル５階
電話でのお問い合わせはできません

社会保険事務所の業務内容
保険料の収納、納付書の再発行、厚生年
金・国民年金に関する受給相談、請求手
続き、加入記録の確認、年金額の試算、
年金受給者あて通知の再発行等

年金相談センターの業務内容
厚生年金・国民年金に関する受給相談、
請求手続き、加入記録の確認、年金額の
試算、年金受給者あて通知の再発行等

ああ
なな
たた
のの
暮暮
らら
しし
をを
支支
ええ
るる

国国

民民

年年

金金

　

私
た
ち
は
、
誰
で
も
必
ず
年
を
と
り

ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い

を
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
制
度
は
、
高
齢
や
障
が
い
に
よ

っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
働
き
手
を

失
っ
た
と
き
に
所
得
保
障
を
行
う
仕
組

み
で
、
世
代
と
世
代
を
支
え
あ
う
制
度

で
す
（
老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
た
め
の

資
格
期
間
は　

年
、
障
害
・
遺
族
基
礎

２５

年
金
も
各
々
納
付
要
件
が
あ
り
ま

す
）
。

　

国
民
年
金
は
日
本
に
住
む　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、

６０一
人
ひ
と
り
が
老
後
に
共
通
の
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
国
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
11
７
２
４

・
２
１
２
７

保
険
料
の
納
付
方
法
は

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
額
は
定
額

１８

で
、
１
か
月
１
万
３
８
６
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
（
納
付

書
）
を
使
っ
て
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
め
て
下
さ
い
。
市
役
所
や
市
民
セ

ン
タ
ー
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
納
付
書
の
発
行
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
に
は
八

王
子
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

保
険
料
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
半
年
・
一
年
の
前
納
割
引

や
、
各
月
の
早
割
（
通
常
翌
月
末
引
き

落
と
し
の
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落

し
ま
す
）
な
ど
の
割
引
制
度
が
あ
り
、

納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
口
座
振
替

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
直
接
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
等
で
手
続
き
し
て
下
さ

い
。

□問
 

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
11
０
４
２

・
６
２
６
・
３
５
１
１

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校
等
の

学
生
で
本
人
の
前
年
中
の
所
得
が
１
１

８
万
円
（
年
収
約
１
９
４
万
円
）
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
ま
た
は
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ

ー
で
で
き
ま
す
。
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
と
認
印
を
お
持
ち
下
さ
い
。

　

承
認
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

１０

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
、
納
め

た
場
合
は
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
後
は

保
険
料
に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま

す
）
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
納
付
特
例
が

１７

承
認
さ
れ
た
方
で
、
平
成　

年
度
も
納

１８

付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

前
年
度
の
所
得
（
収
入
）
が
少
な
く

（
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
）
、
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
に
は
保

険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納
付
・
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
全
額
免
除
・
一
部
納
付
―
本
人
・
配

消費生活センターから
□問 消費生活センター11７２５・８８０５

健
康
は
足
元
か
ら

―
自
分
に
合
っ
た

 

―
自
分
に
合
っ
た

靴
を
選
ぶ
―

靴
を
選
ぶ
―
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予
防
接
種

　

本
年
４
月
に
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防

接
種
が
１
回
接
種
か
ら
２
回
接
種
に
法

改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
６
月
の
法
改
正
に

よ
り
第
２
期
対
象
の
就
学
前
１
年
間
の

方
は
麻
し
ん
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン

を
２
回
目
と
し
て
接
種
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
改
正
内
容
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
第
２
期

接
種
等
が

開
始
さ
れ
ま
し
た

麻しん風しん（MR）予防接種制度�

学　年�

年　齢�

麻しん風しん�
 混合（MR）�
第１期・２期�

年長�年少� 年中� 小１�
１４.４.２�

１５.４.１�
１３.４.２�

１４.４.１�
１２.４.２�

１３.４.１�
１１.４.２�

１２.４.１�

３�６�１２�１８�２４� ３６� ４８� ６０� ７２�８４�９０�
１歳� ２歳� ３歳� ４歳� ５歳� ６歳� ７歳� ８歳�

第２期�

対象者　平成１２年４月２日�
　　　　～平成１３年４月１日生�

第１期�

（新）６月改正（旧）４月改正期間対象者
今までに麻しん・風しんワ
クチンのどちらかを接種し
ている方は残りのワクチン
を、初めての方は麻しん風
しん混合ＭＲワクチンを接
種します。よって経過措置
は廃止します。

今までに麻しん・風しんワ
クチンをいずれも接種して
いない方のみ接種可能。た
だし、今年度に限り片方の
み接種済みの方には経過措
置として未接種ワクチンを
単体で接種可能。

１～２歳未満
第
１
期

今までに麻しん・風しんワ
クチンをそれぞれ１回ずつ
接種している方でも、２回
目として麻しん風しん混合
ＭＲワクチンの接種を開始
します。

今までに麻しん・風しんワ
クチンをいずれも接種して
いない方のみ。単体でそれ
ぞれ接種している方は除
外。

２００６年
４月１日～

２００７年
３月３１日

小学校就学前
の１年間（い
わゆる保育園
・幼稚園にお
ける年長児）
にある方

第
２
期

※ただし、１期・２期ともに、麻しん・風しんどちらかに 罹  患 している方は、片方のワ
り かん

クチンのみ接種可能です。

健
康
課お

知

ら

せ

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

【
乳
幼
児
に
粉
ミ
ル
ク
を
支
給
し
ま

す
】

出産前小児保健指導実施医療機関一覧（産婦人科）
電話番号住　　所医療機関名
７９６・４８０７金森１１７０虫明婦人科内科小児科医院
７２８・１１０１南成瀬６－１０－９町田産婦人科医院
７２２・３３２１原町田４－１２－６尾崎医院
７２２・５７７７中町４－１１－６都南産婦人科
７２１・８８５５森野１－３４－１３ＴＭビル２０１町田東口クリニック
７２５・３８５１旭町１－１５－２３中澤産婦人科医院
７２２・２２３０旭町２－１５－４１町田市民病院
７２９・５２２８南大谷２１９－２３玉川学園土屋クリニック
７３５・２２５７鶴川４－２２－６森医院
７３７・７２７１能ヶ谷町２５２－１鶴川レディースクリニック
７９３・６８６８忠生４－８－８田中産婦人科内科クリニック
７７５・３５５３小山ケ丘４－３－１ベルンの森クリニック

　

生
活
保
護
受
給
世
帯
や
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
乳
幼
児
に
粉
ミ
ル
ク
を
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
医
師
に
よ
り
栄
養

強
化
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。
支
給
期
間
は
生
後
４
か
月
か

ら
１
歳
の
誕
生
日
ま
で
で
、
申
請
し
た

月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
請
す
る
際
に
は
、
母
子
健
康
手
帳
、

医
師
の
診
断
書
、
生
活
保
護
受
給
証
明

書
も
し
く
は
市
民
税
非
課
税
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
妊
産
婦
さ
ん
へ　

小
児
科
医
と
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
】

　

育
児
に
つ
い
て
心
配
ご
と
を
お
持
ち

の
妊
婦
さ
ん
や
産
後
４
か
月
未
満
の
産

婦
さ
ん
で
必
要
な
方
に
、
小
児
科
医
が

無
料
で
育
児
の
相
談
や
助
言
を
行
う
出

産
前
小
児
保
健
指
導
事
業
が
あ
り
ま

す
。
産
婦
人
科
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お

申
し
出
下
さ
い
（
実
施
期
間
は
２
０
０

７
年
３
月　

日
ま
で
で
す
）
。

３１

○
申
し
込
み　

①
上
表
の
町
田
市
内
指

定
産
婦
人
科
医
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い

②
産
婦
人
科
医
が
、
相
談
内
容
か
ら
小

児
科
医
の
保
健
指
導
を
必
要
と
認
め
た

場
合
に
、
小
児
科
医
へ
の
紹
介
状
を
作

成
し
ま
す
。
同
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

と
医
療
機
関
一
覧
表
を
お
渡
し
し
ま
す

③
そ
の
紹
介
状
と
ア
ン
ケ
ー
ト
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
、
小
児
科
医
を
訪

ね
て
下
さ
い
（
事
前
予
約
が
必
要
で

す
）
。

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

糖
尿
病
は
食
事
や
生
活
に
気
を
つ
け

る
こ
と
で
十
分
自
己
管
理
も
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

基
本
健
康
診
査
等
で
「
糖
尿

病
」
「
血
糖
値
が
高
い
」
等
の
指
摘
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
午
前
９
時

２４

　

分
〜
正
午

５０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

病
気
か
＝
保
健
師
、
試
食
、
食
事
療
法

の
基
本
と
食
品
交
換
表
に
つ
い
て
＝
栄

養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
持
ち
物　

基
本
健
診
等
の
結
果

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

糖
尿
病
予
防
教
室

○
勤
務
期
間　

７
月　

日
〜
９
月　

日

２１

１４

○
勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
の
指
定
す
る

日○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

１５

４
時　

分
（
勤
務
時
間
が
延
長
に
な
る

１５

場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
勤
務
場
所　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
南
収
集
事
務
所

○
作
業
内
容　

一
般
ご
み
収
集

○
選
考　

面
接

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
電
話

１４

で
清
掃
事
業
部
清
掃
事
務
所
（
11
７
９

７
・
７
１
１
１
）
へ
。

清
掃
事
業
部
清
掃
事
務
所

臨

時

職

員

　

市
民
や
地
域
・
市
民
団
体
、
動
物
関

係
者
が
一
堂
に
集
い
調
査
検
討
し
、
動

物
の
適
正
飼
養
と
動
物
の
愛
護
の
普
及

の
た
め
に
必
要
な
対
策
・
施
策
を
市
長

に
報
告
す
る
「
町
田
市
動
物
と
の
共
生

を
考
え
る
懇
談
会
」
を
発
足
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

○
資
格　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
町

２０

田
市
の
他
の
付
属
機
関
等
の
委
員
と
な

っ
て
い
な
い
方

○
人
員　

４
人

○
選
考
方
法　

書
類
・
面
接

○
任
期　

市
長
に
調
査
検
討
結
果
の
報

告
が
あ
っ
た
と
き
ま
で
（
今
年
度
内
の

報
告
を
予
定
）

○
申
し
込
み　

動
物

と
の
共
生
を
考
え
る

懇
談
会
委
員
応
募
用

紙
（
様
式
１
）
と

「
市
民
と
飼
育
動
物

町
田
市
動
物
と
の
共
生
を
考
え
る
懇
談

会

市

民

委

員

の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
所
定
の
用
紙
（
様
式

２
）
に
８
０
０
字
以
内
で
論
文
を
書
き

（
論
文
の
み　

字
×　

行
に
書
式
設
定

３２

２５

さ
れ
た
ワ
ー
プ
ロ
で
も
可
）
、
７
月　
２７

日
ま
で
に
環
境
保
全
課
へ
。

※
用
紙
は
環
境
保
全
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

○
資
格　

重
い
障
が
い
を
持
つ
方
の
療

育
活
動
に
理
解
の
あ
る
方

○
勤
務
期
間　

８
月
〜
２
０
０
７
年
３

月○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時

３０
○
勤
務
場
所　

ひ
か
り
療
育
園

○
勤
務
内
容　

利
用
者
の
介
助
及
び
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
指
導
等

○
人
員　

２
人

○
申
し
込
み　

電
話
で
ひ
か
り
療
育
園

（
11
７
９
４
・
０
７
３
０
）
へ
。

※
随
時
面
接
を
行
い
ま
す
。

ひ
か
り
療
育
園

臨

時

職

員

ピーポくんピーポくん�

町田情報町田情報�
ピーポくん�

町田情報�

町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

　

平
成　

年
中
の
町
田
市
内
の
振
り
込

１７

め
詐
欺
被
害
認
知
件
数
は　

件
で
、
被

６５

害
総
額
は
約
８
０
０
０
万
円
を
上
回
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
に
入
り
、
５
月
末
現
在

で
、
す
で
に
約　

件
の
被
害
が
発
生

４０

し
、
被
害
総
額
も
５
０
０
０
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。

●
犯
行
の
手
口
と
し
て

　

複
数
の
人
が
登
場
し
、
も
っ
と
も
ら

し
く
話
を
展
開
す
る
。

　

警
察
官
・
弁
護
士
・
鉄
道
関
係
者
・

ご
主
人
・
お
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
を
装

う
者
、
痴
漢
の
被
害
者
の
身
内
・
交
通

事
故
の
当
事
者
を
装
い
、
被
害
を
受
け

た
と
主
張
す
る
者
な
ど
、
役
割
を
分
担

し
、
実
に
巧
み
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン

グ
で
金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

例　

警
察
官
を
装
い

「
○
○
警
察
署
の
者
で
す
が
、
ご
主
人

が
電
車
内
で
痴
漢
を
し
て
今
逮
捕
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
手
の
人
が
示
談
に
し
て

も
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、
至
急

□
□
□
万
円
を
振
り
込
ん
で
下
さ
い
」

　

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
時
間
帯
は
、

午
前　

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
が
多

１０

く
、
ま
た
、
銀
行
等
の
閉
店
間
際
に
振

り
込
み
を
要
求
し
て
き
て
「
時
間
が
な

い
」
と
言
っ
て
急
が
せ
る
手
口
も
あ
り

ま
す
。

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
犯
対
策

　

警
察
が
示
談
の
仲
介
を
し
た
り
、
弁

護
士
あ
る
い
は
保
険
会
社
が
事
故
直
後

に
示
談
金
の
振
り
込
み
を
勧
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

も
、
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や
ご
近
所
、

友
人
等
で
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
の

話
を
す
る
な
ど
、
危
機
感
を
持
つ
こ

と
、
ま
た
有
事
の
際
の
連
絡
方
法
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
し
て
お
く
等
振
り
込

め
詐
欺
に
つ
い
て
の
意
識
付
け
を
す
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

●
警
視
庁
で
は
「
振
り
込
め
詐
欺
体
験

電
話
」
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
開
設

　

被
害
者
は
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
い

う
言
葉
は
知
っ
て
は
い
て
も
、
具
体
的

手
口
を
知
ら
な
い
た
め
、
本
当
の
こ
と

と
信
じ
込
ん
で
だ
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
実
際
に
か
か
っ
て
く
る
振

り
込
め
詐
欺
電
話
の
内
容
を
広
く
周
知

す
る
た
め
に
開
設
し
ま
し
た
。

　介護保険法の改正にともない、本事業の「食の自立支援サービス」、
「ホームヘルプ」、「デイサービス」の内容は「介護予防事業」と位置づ
けられ、対象者は「将来介護が必要になるおそれが高い方（特定高齢
者）」と変わりました。
　対象かどうかは、次の方法で判定されます。市では、職場等で検診の機
会がない方を対象に、誕生月とその翌月に無料で受けることができる「基
本健康診査」を実施していますが、６５歳以上の方には、同時に「介護予防
健診」を受けていただきます。この健診は生活機能低下の兆候を早期にと
らえ、将来介護を必要とする状態になる心配がある方（特定高齢者）に対
し、積極的で効果的な介護予防をしていただくため行います。この健診の
結果で、お使いいただけるサービスが変わります。

※下表の「介護予防事業」は「特定高齢者」が対象になります。
※現在、生活支援型のホームヘルプ、食の自立支援サービス（配食）をご
利用の方は、介護保険法の改正により今年度で使えなくなる場合がありま
す。介護予防健診の結果が重要になりますので誕生月の基本健康診査を受
診して下さい。

「町田市在宅高齢者生活支援型事業（一部）」の
　　　　　　　　　　　内容と対象者が変わりました

事　業　内　容事　業　名
主に、トレーニングマシンを用いた筋力トレーニングを行
い、生活に必要な運動能力の向上をめざします。筋力向上トレーニング

生活機能の低下の兆候がある方に、通所による積極的な介
護予防プログラムを行います。

介護予防型
通所プログラム

看護師や栄養士等が訪問し、運動器の機能向上や栄養改善
の支援を行います。訪問指導

訪問栄養指導と同時に、調理経験の不足等により調理が難
しい方に対しては、ホームヘルパーが一緒に作る調理サー
ビスを行います。

介護予防ホームヘルプ

単身または高齢者のみの世帯で調理困難な方に、栄養バラ
ンスのとれた食事を調理・配達し、栄養改善を支援しま
す。

食の自立支援サービス

転倒予防、痛みの軽減等を目的に手すりの設置、段差解
消、引き戸の取り付け等の改修費用を支給します。住宅改修予防給付

介護予防事業（特定高齢者対象）
　地域包括支援センターの保健師等が中心となって、元気を取り戻すた
めの介護予防プログラムを一緒に考えご利用いただきます。

「「
ここ
んん
にに
ちち
はは
」」
声声
をを
かか
けけ
ああ
うう

まま
ちち
づづ
くく
りり
（
入
選
標
語
）

（
入
選
標
語
）

〈
振
り
込
め
詐
欺
体
験
電
話
〉

６
月
１
日
か
ら
実
施
中

　

時
間
（
通
話
料
無
料
）

２４11
０
１
２
０
・
３
０
２
９
８
９

（
携
帯
電
話
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

内
容

　

痴
漢
の
示
談
金
を
要
求
す
る
も
の

　

息
子
が
連
帯
保
証
人
を
装
う
も
の

　

実
際
に
犯
人
が
か
け
て
き
た
電
話
の 

　

内
容

振
り
込
め
詐
欺
が

　
　
　
　

多
発
！

□問 高齢者福祉課11７２４・２１４６

介護予防健診

お 元 気 な 高 齢 者
（一般高齢者）

介護予防の必要がある方
（特定高齢者）
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町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

ま
ち
だ
男
女
平
等
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実

行

委

員

　

２
０
０
７
年
２
月
の
開
催
に
向
け

て
、
実
行
委
員
（
市
民
・
団
体
）
を
募

集
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
活
動

し
て
い
る
団
体
な
ど
が
中
心
に
な
り
、

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
な

ど
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

※
保
育
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
あ

り
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）

へ
。

町
田
市
障
が
い
者
計
画

検

討

委

員

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

２０

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
午
後
２
時

２４

〜
４
時　

分
３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
６
回
町
田
市
福
祉
有
償
運
送

運

営

協

議

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

電
話
で
都
市
計
画
課
（
11
７
０
９
・
０

６
４
２
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
３
時

２１

か
ら

○
会
場　

市
役
所
中
町
第
三
庁
舎
１
階

会
議
室

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

第　

回
１０町

田
市
街
づ
く
り
審
査
会

　

２
０
０
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童

手
当
の
支
給
対
象
が
小
学
校
３
年
生
か

ら
小
学
校
修
了
時
（　

歳
の
年
度
末
）

１２

ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

所
得
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
お
子
さ
ん

の
分
の
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に

は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
だ

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
９
月

　

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

２９
　

月
２
日
以
降
の
請
求
で
す
と
、
請
求

１０ 児
童
手
当

制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き
を

ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
が
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
２
０
０
６
年
４
月
１
日
以
降
に
町
田

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
と

町
田
市
の
両
方
に
請
求
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
所
得
限
度
額
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
７
２
４

・
５
６
５
６
、
子
ど
も
総
務
課
11
７
２

４
・
２
１
３
９

　

７
月　

日
（
月
）
か
ら
、
常
盤
町
・

２４

小
山
町
の
各
一
部
で
公
共
下
水
道
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　

７
月　

日
（
水
）
〜　

１２

２１

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

常
盤
町
・
小
山
町
の
各
一
部
で

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
し

５７

た
住
宅
（
共
同
住
宅
・
居
住
部
分
が
家

屋
全
体
の
２
分
の
１
以
上
あ
る
併
用
住

宅
・
区
分
所
有
の
住
宅
を
含
む
）
を
、

現
行
の
建
築
基
準
法
の
耐
震
基
準
に
適

合
さ
せ
る
よ
う
な
工
事
費　

万
円
以
上

３０

の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
申
請
に

よ
り
、
左
表
の
と
お
り
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

○
減
額
対
象　

一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡

相
当
分
ま
で

○
減
額
割
合　

改
修
し
た
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
額
の
２
分
の
１

○
申
し
込
み　

建
築
士
等
が
発
行
す
る

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
添
付
し
、

改
修
後
３
か
月
以
内
に
資
産
税
課
へ
申

耐
震
改
修
促
進
税
制
の
創
設

減　額　期　間改　修　時　期

改修工事を行った翌年度から
３年度分

平成１８年１月１日～　
　　平成２１年１２月３１日

改修工事を行った翌年度から
２年度分

平成２２年１月１日～　
　　平成２４年１２月３１日

改修工事を行った翌年度から
１年度分

平成２５年１月１日～　
　　平成２７年１２月３１日

　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
で
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
発
達
の
遅

れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
「
就
学

相
談
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

受
付
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

都
合
の
よ
い
日
時
に
直
接
会
場
へ
お
い

で
下
さ
い
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い

方
は
、
８
月　

日
（
金
）
ま
で
に
電
話

１１

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
期
日　

７
月　

日
（
火
）
、　

日

１１

２５

（
火
）
、　

日
（
金
）
、
８
月
３
日

２８

（
木
）
、
９
日
（
水
）
、　

日
（
月
）

２１

○
時
間　

午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午

１１

３０

後
１
時　

分
〜
４
時

３０

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会

議
室

※
母
子
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち
下
さ
い
。

お
子
さ
ん
は
同
伴
で
な
く
て
結
構
で

す
。

※
中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談
申
し

込
み
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。
な
お
、
私
立
小
学
校
等
に
在
学

で
、
東
京
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校

ま
た
は
町
田
市
立
中
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
障
が
い
学
級
へ
の
進
学
を
お
考

え
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
８
０

就
学
相
談
の
受
付
を

し

て

い

ま

す

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た
め
の

自
宅
を
発
電
所
に

し
て
み
ま
せ
ん
か

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
申
請
受
付
開
始
】

　

市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
を
図
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
す

す
め
る
た
め
に
、
新
た
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対

し
、
そ
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

７
月　

日
午
後
２
時
か
ら
境
川
ク
リ

１２

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
環
境
保
全
課
に
お
い

て
、
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
補
助
予
定
件
数
を
満

た
し
た
時
点
で
、
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

○
対
象
と
な
る
方　

市
内
の
住
宅
等
を

所
有
す
る
方
で
、
原
則
と
し
て
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

○
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム　

太
陽
電
池

出
力
が　

㌔
㍗
未
満
の
太
陽
光
発
電
シ

１０

ス
テ
ム
で
、
市
が
別
に
定
め
る
技
術
仕

様
書
に
適
合
し
、
未
使
用
の
も
の

○
補
助
金
の
交
付
額　

５
万
円
に
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
を
乗
じ

て
得
た
額
と
な
り
ま
す
が
、　

万
円
を

４０

限
度
額
と
し
ま
す

○
申
し
込
み　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
前
に
、
申
請
書
を
提
出

し
て
下
さ
い
。
既
に
設
置
し
て
い
る
も

の
及
び
工
事
に
着
工
し
て
い
る
も
の

は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

※
申
請
書
及
び
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
環
境
保
全
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証（
更
新
証
）を

お

送

り

し

ま

す

　

現
在
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
を
お
持
ち
の
方
に
、
新
し
い
受
給

者
証
を
７
月　

日
頃
に
お
送
り
し
ま

２１

す
。

　

受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
右

下
表
の
判
定
基
準
の
区
分
①
と
②
に
よ

り
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

区
分
③
は
、
区
分
①
の
「
一
定
以
上

所
得
者
」
の
中
で
、
収
入
額
の
合
計
が

基
準
未
満
で
あ
る
旨
の
申
請
を
し
、
認

め
ら
れ
た
場
合
に
１
割
証
に
な
る
方
で

す
。

※
な
お
、
新
し
い
受
給
者
証
は
世
帯
主

あ
て
で
お
送
り
し
ま
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
４

国 民 健 康 保 険 高 齢 受 給 者 証 判 定 基 準
負担割合内　　　　　容対　象区分
２割

（１０月から３
割の予定）

７０歳以上の国民健康保険加入者（７０歳未満で老人保健医療受給者証をお
持ちの方を含む）の平成１８年度の市都民税課税所得が１４５万円以上の方及
びその方と同－世帯の７０歳以上の国民健康保険加入者

一定以上
所得者　①

１割上記以外の方その他②

１割

○世帯内で７０歳以上の国民健康保険加入者が１人の場合、前年のその方
の収入額合計が３８３万円未満
○世帯内で７０歳以上の国民健康保険加入者（７０歳未満で老人保健医療受
給者証をお持ちの方を含む）が２人以上の場合、前年のそれらの方の収
入額合計が５２０万円未満

一定以上所得者
で収入の合計が
一定未満の方　

③

　

市
で
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
、

都
市
再
生
地
籍
調
査
事
業
及
び
公
共
物

管
理
平
面
図
作
成
を
目
的
と
し
た
測
量

を
行
い
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
私
有
地
に
立
ち
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
測
量

す
る
者
は
、
町
田
市
発
行
の
土
地
立
入

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審

の
際
は
証
票
の
提
示
を
お
求
め
下
さ

い
。

○
区
域　

小
山
町
字
８
号
、
字
９
号
、

字　

号
の
各
一
部
▽
森
野
一
・
二
丁
目

１１
の
各
一
部
▽
中
町
一
・
二
丁
目
の
各
一

部○
期
間　

７
月
〜
２
０
０
７
年
３
月

□問
 

道
路
用
地
課
11
７
２
４
・
１
１
５
５

測
量
を
行
い
ま
す

指
揮
…
荒
谷
俊
治

演
奏
…
町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
、
ウ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
・

ピ
ア
ノ
四
重
奏
団

曲
目
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
大
学
祝
典
序

曲
」
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
た
め
の
協
奏
交
響
曲

変
ホ
長
調
Ｋ
３
６
４
」
、
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
「
交
響
曲
第
８
番　

ト
長
調
」

　

月　

日
（
日
）

１０

１５

午
後
３
時
開
演

１
２
０
０
円

　
　
（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

【
７
月　

日
午
前
８
時　

１５

３０

分
か
ら
電
話
予
約
受
付
開

始
】

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受

付
で
す
。

町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
第　

回
定
期
演
奏
会

63

　

２
０
０
６
年
第
２
回

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
コココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町田フィルハーモニー交響楽団 ウィーン・アルカディア・ピアノ四重奏団

荒
谷
俊
治
▼

請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

□問
 

資
産
税
課
11
７
２
４
・
２
１
１
８
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まちだ中央公民館 夏休み子どもフェアー日程表

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

催

し

【
夏
休
み
の
一
日
親
子
で
過
ご
し
学
ぶ

施
設
見
学　

最
先
端
の
科
学
技
術
を
体

験
し
よ
う

】
! !

　

東
芝
科
学
館
へ
行
っ
て
、
未
来
の
夢

を
見
よ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
３
年

生
以
上
）
と
そ
の
保
護
者
の
方

○
期
日　

８
月
２
日
（
水
）

※
雨
天
実
施
。

○
コ
ー
ス　

東
芝
科
学
館
、
キ
リ
ン
横

浜
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
集
合
、
大
型
バ
ス
で
東
芝
科
学
館
・

キ
リ
ン
横
浜
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
で
学
習
し

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
戻
り
ま
す
）

○
定
員　
　

組　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

４０

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

ひ
な
た
村

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て

飛
ば
そ
う
】

○
対
象　

小
・
中
学
生

○
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
①
午
前
９

時　

分
〜
正
午
②
午
後
０
時　

分
〜
３

３０

３０

時
③
午
後
２
時　

分
〜
５
時

３０

○
内
容　

で
き
上
が
っ
た
ら
広
場
で
飛

ば
し
ま
す
（
雨
天
時
、
工
作
だ
け
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
定
員　

各
回　

人
３６

【
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

○
対
象　

小
学
２
〜
６
年
生

○
日
時　

８
月
３
日
（
木
）
午
前
の
部

＝
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
の
部
＝
１

３０

時　

分
〜
４
時

３０
○
内
容　

小
銭
入
れ
を
作
ろ
う

○
定
員　

各
回　

人
３０

○
費
用　

１
０
０
円

【
織
物
教
室
】

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月
４
日
（
金
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時　

分
３０

○
内
容　

簡
単
な
道
具
を
使
っ
て
布
を

織
っ
て
み
よ
う

○
定
員　
　

人
１８

○
費
用　

１
０
０
円

【
作
っ
て
飛
ば
そ
う
！

バ
ル
サ
飛
行

機
】

○
対
象　

小
学
４
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時

○
内
容　

軽
く
て
柔
ら
か
い
木
材
を
使

っ
て
飛
行
機
を
作
ろ
う
。
完
成
品
１
機

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

○
定
員　
　

人
２５

○
費
用　

２
０
０
円

【
木
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
１
〜
３
年
生
で
２
日
間

と
も
参
加
で
き
る
方

○
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
、
６
日

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
定
員　
　

人
２０

○
内
容　

工
具
の
使
い
方
か
ら
は
じ
め

て
、
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す

○
費
用　

４
５
０
円

【
縄
文
サ
バ
イ
バ
ル
】

○
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

○
日
時　

８
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時

　

分
〜
正
午

３０○
内
容　

弓
矢
体
験
、
火
お
こ
し
な
ど

に
挑
戦
し
ま
す
（
雨
天
時
弓
矢
体
験
は

中
止
）

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

１
５
０
円◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー

ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
学
年
・
電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方

は
学
校
名
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

２０

（
必
着
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０

１９４

３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
11
７
２
２

・
５
７
３
６
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
達
し
な
か
っ
た

教
室
に
つ
い
て
は
７
月　

日
午
前　

時

２５

１０

か
ら
、
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

【
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

○
日
時　

７
月　

日
（
祝
）
午
後
１
時

１７

〜
４
時

○
内
容　

紙
テ
ー
プ
で
作
る
う
ち
わ

○
会
場　

ひ
な
た
村

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

催

し

【
①
夏
休
み
・
陶
芸
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
】

　

粘
土
を
こ
ね
て
、
コ
ー
ヒ
ー
茶
わ
ん

や
花
び
ん
等
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り

ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
４
年
生
〜　

歳
で
２
日
間
参
加
で

１８

き
る
方

○
期
日　

７
月　

日
（
木
）
、
８
月　

２７

１１

日
（
金
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

【
②
ア
ウ
ト
ド
ア,
ｓ 

つ
る
っ
こ
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
】

　

薪
を
燃
や
し
て
料
理
を
し
た
り
、
テ

ン
ト
で
寝
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
っ
ぱ

い
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
生
で
全
日
程
に
参
加
で
き

る
方

○
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
午
前　

時
１０

　

分
〜
正
午
＝
作
戦
会
議
、
７
日

１５（
月
）
〜
８
日
（
火
）
＝
キ
ャ
ン
プ

○
会
場　

つ
る
っ
こ
（
作
戦
会
議
）
、

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
キ
ャ
ン

プ
）

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２８

○
費
用　

１
０
０
０
円

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
催
し
物
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
学
年
・
電
話
番
号
・
市
外

在
住
の
方
は
学
校
名
を
明
記
し
、
①
は

７
月　

日
ま
で
、
②
は
７
月　

日
ま
で

１７

１８

（
必
着
）
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ

こ
（
〒　

－

０
０
６
２
、
大
蔵
町
１
９

１９５

１
３
、
11
７
０
８
・
０
２
３
６
）
へ
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。　

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館催

し

【
①
乳
幼
児
の
た
め
の
「
子
育
て
広

場
」
】

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
前　

時

２１

１０

　

分
〜
正
午

３０【
②
お
は
な
し
、
い
っ
ち
に
】

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１２

１１

　

分
〜
正
午

３０○
内
容　

手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

ほ
か

【
③
折
り
紙
遊
び
〜
水
鳥
を
折
ろ
う
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
３
時

２０

　

分
〜
５
時

３０【
④
Ｍ
ｒ
・
メ
ビ
タ
・
マ
ー
の
ふ
し
ぎ

工
作
〜
く
ぎ
く
ぎ
迷
路
オ
ル
ゴ
ー
ル
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
後
３
時

１９

〜
４
時
、
４
時
〜
５
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
０
０
円◇

○
申
し
込
み　

①
〜
③
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。
④
は
直
接
ま
た
は
電

話
で
玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ

ろ
児
童
館
（
11
７
１
０
・
１
４
７
５
）

へ
。

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

　

ま
た
、
飼
育
相
談
も
行
い
ま
す
。

【
犬
・
猫
の
飼
育
を
希
望
し
て
い
る

方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
動
物
と
の
適
性
も
含

め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

犬
・
猫
の
写
真
を
持
参
し
、
環
境
保

全
課
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
健
康
診

断
受
診
等
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
時

間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

◇

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２３

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

夏
休
み子

ど
も
エ
コ
ツ
ア
ー

　

身
近
な
紙
パ
ッ
ク
で
ハ
ガ
キ
作
り
に

挑
戦
し
て
、
紙
パ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
マ
ス
コ
ー
製
紙
（
静
岡
県
）

と
、
環
境
対
策
を
し
て
い
る
ヤ
ク
ル
ト

富
士
裾
野
工
場
（
静
岡
県
）
を
見
学
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
紙
す
き
体
験
】

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

２６

１０

〜
正
午

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

【
工
場
見
学
】

○
日
時　

８
月
３
日
（
木
）
午
前
８
時

〜
午
後
４
時　

分
３０

○
出
発
・
解
散
場
所　

市
民
ホ
ー
ル
横

バ
ス
発
着
所

◇

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年

生
（
２
日
間
参
加
で
き
る
方
優
先
）

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３９

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必

２０

着
）
に
ご
み
減
量
課
「
夏
休
み
子
ど
も

エ
コ
ツ
ア
ー
」
係
（
〒　

－

０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
11
７
９

７
・
０
５
３
０
）
へ
。

まちだ中央公民館　（〒１９４－００１３、原町田６－８－１、11７２８・００７１）

申込方法・募集人数・費用内　　容 日　時　・　会　場テーマ・講師名

直接会場へおいで下さい。
展示を通じて原爆の恐ろしさ、戦争
の悲惨さ、平和の尊さを知りましょ
う。

７月２８日（金）～８月４日
（金）午前９時～午後５時
（最終日は正午まで）
会場：同館７階　ミニギャ
ラリー 

「原爆と人間展」パネ
ル展

申し込み：７月２０日までに電話受付
定員：３０人
費用：すいとん１人１００円

紙工作や食糧難であった戦時下のす
いとんを試食体験し、戦争の悲惨さ
平和の大切さを知ります。

７月２９日（土）午前９時～
午後２時３０分
会場：同館

「紙工作で原爆ドーム
をつくろう」
「味わってみよう！戦
時下のすいとん試食体
験」

申し込み：７月３１日までに電話受付
定員：３０人
費用：すいとん１人１００円

長崎で被爆された方からのお話し、
また紙芝居もみて核兵器の恐ろし
さ、戦争の悲惨さを知ります。講演
終了後戦時下のすいとんを試食体験
します。

８月６日（日）午前１０時～
午後２時３０分
会場：同館

原子爆弾被爆体験談と
紙芝居＆戦時下のすい
とん試食体験

直接会場へおいで下さい。

展示物をみて当時の生活を思い浮か
べたり、改めて戦争の悲惨さ、平和
の尊さを知ります。同時に７月２９日
に開催した「原爆ドームをつくろ
う」の完成作品を展示予定。

８月６日（日）～１５日
（火）午前９時～午後５時
（８月１４日を除く）
会場：同館６階視聴覚室

戦時資料展

直接会場へおいで下さい。

作家・野坂昭如氏の戦争童話を黒田
征太郎氏のイラストと豪華顔ぶれの
ナレーションで描いたＤＶＤ等上
映。市役所１階で開催している「原
爆パネル展」も同時開催。

８月１０日（木）①午前１０時
～正午②午後１時３０分～午
後４時
会場：市役所本庁舎地下１
階特別会議室（小）

「平和」を考える童話
戦争童話を、ＤＶＤで
イラストとナレーショ
ンで見聞きしましょう

申し込み：往復ハガキに住所・氏名・
学年・同伴する保護者名・電話番号を
明記し、８月１１日まで（必着）に同館
「夏休み子どもコンサート」係へ。
定員：１５４人
※未就学の方のみの入場はできませ
ん。
※小学３年生以下は保護者同伴。

出演者：アンサンブル彩／ヴォーカ
ル＝谷礼子、遠藤邦子、鈴木昌子、
川畑久子、フルート＝高藤貞代、ピ
アノ＝萩久保良子

８月２３日（水）午後２時開
演（１時３０分開場）
会場：同館７階ホール 

夏休み子どもコンサー
ト
「みんなの歌！世界の
歌�」

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
・
南
大
谷
子

ど
も
ク
ラ
ブ

の
び
っ
こ
あ
そ
び
隊

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

０
〜　

歳
の
子
ど
も
（
未
就

１８

学
児
は
、
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２２

〜
３
時
（
雨
天
中
止
）

○
会
場　

小
山
白
山
公
園
（
京
王
線
多

摩
境
駅
近
く
）

○
内
容　

大
縄
、
魚
釣
り
、
ジ
ャ
ン
ボ

し
ゃ
ぼ
ん
玉
、
工
作
ほ
か

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７
８
８

・
４
１
８
１
、
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

11
７
３
９
・
６
７
９
１

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
講
師　

日
本
成
人
病
予
防
協
会
・
上

原
道
康
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
費
用　

２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２０

町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
〒　
１９４

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ

１５

く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７
２
５
・

４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

【
健
康
講
座　

上
手
な
病
院
の
選
び
方

・
掛
か
り
方
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２８

　

分
か
ら

３０ 町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ

ニ

ア

塾



２００６．　．　（　） ７ １１６ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
）
が
指

導
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

①
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
男
女

②
レ
デ
ィ
ー
ス
（
チ
ー
ム
参
加
可
）

○
期
日　

９
月
２
日
〜
２
０
０
７
年
３

月　

日
の
土
曜
日
（
全　

回
予
定
）

３１

２０

○
時
間　

正
午
〜
午
後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館
ほ
か

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

１
回
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
小
中
学
生
は
学
校
名

と
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
」
希
望
と
書
い

て
、
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

３１

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

□問
 

町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

【
①
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言　

周
４０

年
「
ｗ
ａ
ｉ 

ｗ
ａ
ｉ 

キ
ッ
ズ
」
（
南

大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
ば
あ
ん
・
つ
る

っ
こ
共
催
）
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

２６

１０

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

○
内
容　

体
操
・
ゲ
ー
ム
・
工
作
・
お

は
な
し
な
ど
の
遊
び

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

【
②
ば
あ
ん
料
理
企
画
「
夏
の
ミ
ス
テ

リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

２６

１１

〜
午
後
１
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
内
容　

お
い
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
不

思
議
な
ク
ッ
キ
ン
グ
。
何
を
作
る
か
は

来
て
か
ら
の
お
た
の
し
み

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

　

市
内
の
酪
農
家
で
乳
し
ぼ
り
を
し
た

り
、
え
さ
を
与
え
た
り
し
て
農
家
生
活

を
体
験
し
ま
す
。
宿
泊
は
大
地
沢
青
少

年
セ
ン
タ
ー
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年

生
で
２
人
１
組
（
男
女
不
問
）
１
人
で

も
可

○
期
日　

８
月　

日
（
火
）
〜　

日

２２

２３

（
水
）

○
定
員　
　

組　

人
（
抽
選
）

１５

３０

○
費
用　

１
人
２
０
０
０
円
（
保
険
料

等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
「
酪
農
ふ
れ
あ
い
体
験
申
し
込

み
」
と
書
き
、
参
加
者
の
住
所
・
氏
名

・
学
年
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
氏
名

を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書

い
て
、
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

２４

夏
休
み酪

農
ふ
れ
あ
い
体
験

【
カ
ニ
の
谷
戸
の
生
き
も
の
た
ち
】

　

が
に
や
ら
自
然
館
の
名
前
の
由
来
と

も
な
っ
た
サ
ワ
ガ
ニ
を
は
じ
め
と
す
る

谷
戸
の
生
き
も
の
の
お
話
で
す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は
保

護
者
同
伴
）

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

３０

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
講
師　

日
経
Ｂ
Ｐ
社
編
集
者
・
柳
瀬

博
一
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
電
話

２９

で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９
２

・
１
３
２
６
）
へ
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た

め
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
下
さ
い
。

忠
生
公
園
の

講

演

会

【
夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
む
テ
ス
ト
教

室－

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
見
る
・
甘
さ
を
調
べ

る
】

〈
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
見
て
み

よ
う
〉

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
前　

時

２５

１０

〜
正
午

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育

研
究
会
・
沢
木
佐
重
子
氏

〈
フ
ル
ー
ツ
や
ジ
ュ
ー
ス
の
甘
さ
を
調

べ
て
み
よ
う
〉

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２５

〜
３
時

○
講
師　

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
所
主
任
研
究
員
・
佐
藤
典
子
氏

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
小
学
４
年
生
以
上

は
、
子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

○
材
料
費　

各
回
１
人
１
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

催

し

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
・
団
体
用
の
貸
出

ロ
ッ
カ
ー
の
貸
出
期
限
が
９
月　

日
で

２０

切
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
新
た
に
貸
し

出
し
の
申
込
受
付
と
公
開
抽
選
会
を
行

い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
団
体

登
録
Ｉ
Ｄ
番
号
・
住
所
・
団
体
代
表
者

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

貸
出
ロ
ッ
カ
ー
の

申

し

込

み

名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
ロ
ッ
カ
ー

（
大
・
小
の
い
ず
れ
か
）
を
明
記
し
、

返
信
用
に
も
あ
て
先
と
団
体
登
録
Ｉ
Ｄ

番
号
を
書
い
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必

２３

着
）
に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒　

－１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
６－

８－

１
、
11

７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

※
希
望
ロ
ッ
カ
ー
が
未
記
入
の
場
合
は

ロ
ッ
カ
ー
（
小
）
と
し
て
扱
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生

○
期
日
・
会
場　

８
月
１
日
（
火
）
＝

総
合
体
育
館
、
８
月　

日
（
金
）
＝
サ

１８

ン
町
田
旭
体
育
館

○
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
種
目　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
キ
ッ

ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ド
リ
ブ

ル
・
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
ク

イ
ッ
ク
マ
ッ
ス
ル

○
費
用　

１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
課

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
（
青
少
年
健

全
育
成
都
市
宣
言　

周
年
事
業
）

４０

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
ス
ル

２

０

０

６

　

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
の
指
導
者
と

し
て
第
一
人
者
の
、
齋
藤
勝
氏
（
元
全

総
合
体
育
館
指
定
管
理
者
自
主
事
業
・

齋
藤
勝
（
元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
監
督
）
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
（
未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
）

○
期
日　

９
月　

日
（
日
）

２４

○
時
間　

午
前
８
時　

分
開
門

３０

○
会
場　

室
内
プ
ー
ル

○
種
目
等　

競
技
種
目
は
男
女
と
も
同

じ
（
リ
レ
ー
を
除
き
、　

歳
以
下
は
２

１０

種
目
以
内
、　

歳
以
上
は
３
種
目
以

１１

内
）

※
年
齢
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
で
す
。

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

○
費
用　

個
人
種
目
＝
１
種
目
４
０
０

円
、
リ
レ
ー
種
目
＝
１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
、
室

市
民
体
育
祭

水
泳
競
技
大
会

内
プ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
７
月　

日
ま
で
に
協

２２

栄
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
町
田
、
セ
ン
ト

ラ
ル
ス
イ
ム
ク
ラ
ブ
成
瀬
、
室
内
プ
ー

ル
へ
。
７
月　

日
は
午
後
１
時
〜
３
時

２３

ま
で
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の　

歳
以

１８

上
（
高
校
生
は
除
く
）
の
方
で
編
成
す

る
チ
ー
ム
（
参
加
メ
ン
バ
ー
事
前
登
録

制
）

○
期
日　

９
月
３
日
（
日
）
＝
男
子
２

部
、
女
子
２
部
・
３
部
▽　

日
（
日
）

１０

＝
男
子
１
部
・
３
部
、
女
子
１
部

※
予
備
日
９
月　

日
（
日
）。

１７

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

○
チ
ー
ム
構
成　

男
子
の
部
＝
ダ
ブ
ル

ス
５
ペ
ア
（
最
大　

人
）、
女
子
の
部

１５

＝
ダ
ブ
ル
ス
３
ペ
ア
（
最
大
９
人
）

○
試
合
形
式　

大
会
要
項
を
参
照
下
さ

い
。

○
費
用　

男
子
＝
１
万
１
０
０
０
円
、

女
子
＝
６
５
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
総
合
体

育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
費
用
を

添
え
て
７
月　

日
午
後
１
時
〜
３
時
に

２２

総
合
体
育
館
会
議
室
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

チ
ー
ム
対
抗
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

○
対
象　

登
録
人
員
は
監
督
、
主
将
を

含
む　

人
以
上　

人
以
内
で
①
市
民
で

１３

２０

編
成
す
る
チ
ー
ム
②
市
内
の
職
場
に
勤

務
す
る
方
で
編
成
す
る
チ
ー
ム
③
専
修

学
校
生
、
各
種
学
校
生
で
編
成
す
る
チ

ー
ム
（
学
校
名
の
チ
ー
ム
名
は
不
可
）

④　

歳
以
上
の
方
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

４０
（
壮
年
の
部
）
⑤
女
性
で
編
成
す
る
チ

ー
ム
（
女
子
の
部
）

○
開
会
式　

９
月
３
日
午
前
８
時
か
ら

市
民
秋
季

軟
式
野
球
大
会

○
会
場　

市
民
球
場
（
雨
天
の
場
合
は

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
、
上
履
き
持
参
）

○
大
会
日
程　

９
月
３
日
（
日
）
か
ら

毎
週
日
曜
日
と
祝
日

○
会
場　

市
民
球
場
、
藤
の
台
球
場
ほ

か○
費
用　

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

※
新
規
参
加
チ
ー
ム
は
ほ
か
に
連
盟
登

録
料
１
万
４
０
０
０
円
、
都
軟
式
野
球

連
盟
登
録
料
１
人
５
０
０
円
、
プ
ラ
カ

ー
ド
料
３
１
５
０
円
が
必
要
で
す
。

○
申
込
用
紙
の
配
布
期
間
・
場
所　

７

月　

日
＝
市
民
球
場
管
理
棟
、
７
月　

１６

１７

日
〜　

日
＝
総
合
体
育
館

２２

※
配
布
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前
９
時
〜

２３

午
後
３
時
に
市
民
球
場
管
理
棟
２
階
会

議
室
へ
。

※
８
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時　

分
か

３０

ら
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
多
目
的
室
で
主

将
会
議
を
行
い
ま
す
（
上
履
き
を
お
持

ち
下
さ
い
）。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

初
心
者

○
日
時　

９
月
１
日
〜　

月　

日
の
毎

１１

１０

週
金
曜
日
（
全　

回
）
午
後
６
時
〜
８

１０

時　

分
４５

○
会
場　

総
合
体
育
館

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２２

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

良
い
グ
リ
ッ
プ
と
悪
い
グ
リ

ッ
プ
（
自
由
練
習
も
可
）

○
費
用　

一
般
３
０
０
円
、
会
員
２
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電

話
で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11

７
３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

○
対
象　

既
婚
ま
た
は　

歳
以
上
の
未

３６

婚
女
性

○
日
時　

９
月　

日
（
火
）
午
前
９
時

１２

か
ら

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
種
目　

ペ
ア
の
合
計
年
齢
別
ダ
ブ
ル

ス
個
人
戦

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
競
技
方
法　

ラ
ン
ク
別
リ
ー
グ
ま
た

は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

○
費
用　

１
ペ
ア
２
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
総
合
体

育
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
組
み
合
わ
せ
当
日
に
費
用
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

○
組
み
合
わ
せ　

８
月
１
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
総
合
体
育
館
で
行
い
ま

す
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

近

郊

大

会

第
６
回
町
田
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト

ン ○
講
師　

公
認
指
導
員
、
連
盟
会
員

○
教
習
種
目　

ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
等

○
定
員　

男
女
各　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

１
人
３
０
０
０
円

○
持
ち
物　

運
動
靴
（
上
履
き
）
ま
た

は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
（
金
具
不
可
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
カ
ッ
プ

ル
は
１
枚
で
可
）
に
「
初
心
者
ダ
ン
ス

講
習
会
申
込
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名

・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月

　

日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
体
育

２３協
会
事
務
局
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

７
月　

日
〜
８
月　

日
の
間
、

２１

３１

休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
の
期
間
は
、
小
・
中
学
生
も
有

料
（
１
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

□問
 

室
内
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
【
協

栄
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
】

11
７
９
２
・
７
７
６
１

お

知

ら

せ

室
内
プ
ー
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
課�

1
７
２
４
・
４
０
３
６�

ら
直
接
ま
た
は
、
電
話
で
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８

１
）
へ
（
申
込
者
は
、
本
人
ま
た
は
、

そ
の
保
護
者
に
限
り
ま
す
）
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７
８
８

・
４
１
８
１

に
農
業
振
興
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、

１９４

森
野
１－

　

－

　

、
森
野
分
庁
舎
内
11

３３

１０

７
２
４
・
２
１
６
６
）
へ
。

※
結
果
は
全
員
（
全
組
）
に
通
知
し
ま

す
。

○
抽
選
日
時　

９
月
６
日
午
後
２
時
か

ら○
会
場　

同
館
７
階
ホ
ー
ル

○
当
落
の
通
知
発
送　

９
月
８
日

○
鍵
の
交
付　

９
月　

日
午
後
３
時
〜

２４

５
時
（
同
館
７
階
ホ
ー
ル
）

※
期
限
切
れ
に
伴
う
ロ
ッ
カ
ー
の
鍵
は

９
月　

日
午
後
５
時
ま
で
に
必
ず
返
還

２０

し
て
下
さ
い
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

夏
休
み
子
ど
も
自
然
教
室

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
生

○
期
日
・
内
容　

７
月　

日
（
土
）
＝

２２

野
外
の
昆
虫
観
察
と
虫
の
飼
い
方
▽　
２３

日
（
日
）
＝
野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ

う
▽　

日
（
土
）
＝
水
で
っ
ぽ
う
、
松

２９

か
さ
モ
ビ
ー
ル
作
り
と
火
起
こ
し
▽　
３０

日
（
日
）
＝
「
葉
っ
ぱ
の
図
鑑
」
を
作

ろ
う

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
回
４
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
か
ら
、
午
前

１２

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話

で
か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

（
11
７
２
４
・
１
６
６
０
）
へ
（
複
数

回
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
）
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●
町
田
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
改
正
会
社
法
対
応
！
「
法
人
設
立
の

注
意
点
」
実
務
講
座
】

　

実
務
に
即
し
た
内
容
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
講
習
会
で
す
／
日
時
＝
７

月　

日
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分
／

１８

３０

３０

会
場
＝
ぽ
っ
ぽ
町
田
／
講
師
＝
税
理
士

・
大
貫
良
道
氏
／
定
員
＝　

人
（
申
し

３０

込
み
順
）
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会

議
所
へ
。

【
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
１

級
講
座
（
商
品
色
彩
）
】

　

商
品
開
発
か
ら
販
売
に
関
す
る
色
彩

提
案
と
指
導
の
高
度
な
能
力
を
身
に
つ

け
、　

月
の
検
定
試
験
合
格
を
目
指
し

１２

ま
す
／
対
象
＝
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
２
級
程
度
の
知
識
を
お
持
ち
の
方

／
日
時
＝
８
月
３
日
〜　

月
９
日
の
毎

１１

週
木
曜
日
（
休
日
除
く
、
全　

回
）
午

１５

後
７
時
〜
９
時
／
会
場
＝
同
会
議
所
／

定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費
用

２０

＝
６
万
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）
、
学
生
・
会
員
５
万
２
０
０
０
円

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
建
設
業
講
習
会
「
電
子
認
証
か
ら
電

子
入
札
の
実
務
」
】

　

町
田
市
で
導
入
し
て
い
る
「
東
京
都

電
子
自
治
体
共
同
運
営
」
に
よ
る
電
子

調
達
の
し
く
み
と
実
際
の
手
続
き
等
を

学
び
ま
す
／
対
象
＝
電
子
入
札
を
考
え

て
い
る
市
内
建
設
事
業
者
／
日
時
＝
７

月　

日
午
後
１
時
〜
６
時
／
会
場
＝
同

１８
会
議
所
／
講
師
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ａ
講
師
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み

３０

順
）
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所

へ
。

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
エ
ア
コ
ン
・
換
気
扇
洗
浄
」

　

清
潔
、
節
電
に
は
エ
ア
コ
ン
・
換
気

扇
洗
浄
が
効
果
的
で
す
／
□問
 

同
セ
ン
タ

ー
11
７
２
３
・
２
１
４
７

●
予
備
自
衛
官
補
募
集
案
内

　

応
募
に
よ
り
、
将
来
、
予
備
自
衛
官

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
必
要
な

教
育
訓
練
を
受
け
、
終
了
後
に
予
備
自

衛
官
と
な
り
ま
す
）
が
始
ま
り
ま
し
た

／
資
格
＝　

歳
〜　

歳
未
満
の
方
／
試

１８

３４

験
日
＝　

月　

日
〜　

日
の
う
ち
１
日

１０

２１

２３

（
指
定
さ
れ
ま
す
）
／
申
し
込
み
＝　
１０

月　

日
ま
で
／
□問
 

自
衛
隊
町
田
募
集
案

１３
内
所
11
７
２
３
・
１
１
８
６
、
Ｅ
メ
ー

ルtk
y
p
lo
4
4
@
o
rio
n
.o
c
n
.n
e
.jp

●
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
「
こ

ど
も
清
掃
工
場
見
学
会
」

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
自
由
研
究

に
、
清
掃
工
場
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
／
対
象
＝
工
場
ま
で
来
れ
る
お
お
む

ね
小
学
生
／

日
時
＝
①
７

月　

日
午
前

２８

　

時
②
午
後

１０１
時
③
８
月

　

日
午
前　

２４

１０

時
（
開
始　
１５

分
前
ま
で
に

集
合
）
／
会
場
＝
多
摩
清
掃
工
場
（
多

摩
市
）
／
人
員
＝
各　

人
（
申
し
込
み

３０

順
）
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
組
合
総

務
課
総
務
係
（
11
０
４
２
・
３
７
４
・

６
３
３
１
）
へ
。

●
町
田
青
年
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

５
・
７
５
６
５
）
へ
。

【
町
田
市
民
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
公
開
討
論
会
「
ど
う
す
る
？
町
田
市

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
！
」
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
７
月　

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

２２

３０

３０

分
／
会
場
＝
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
／
□問
 

同
会
議
所
内
ま
ち
ネ
ッ
ト
担
当

●
い
づ
み
の
里
納
涼
祭

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
４
時　

分
〜

２３

３０

６
時
（
雨
天
実
施
）
／
屋
台
、
盆
踊

り
、
和
太
鼓
、
三
味
線
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
ほ
か
／
□問
 

い
づ
み
の
里
11
７
２
６

・
９
７
５
３

●
日
本
聾
話
学
校
・
給
食
調
理
補
助
員

（
パ
ー
ト
）
募
集

　

資
格
＝　

歳
以
下
の
方
（
経
験
者
優

４５

遇
）
／
勤
務
日
時
＝
週
２
〜
３
日
、
午

前
８
時　

分
〜
午
後
３
時　

分
（
学
校

３０

３０

の
休
み
中
は
な
し
）
／
人
員
＝
１
人
／

給
与
＝
本
校
規
程
に
よ
る
／
申
し
込
み

＝
履
歴
書
を
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１８

効
）
に
郵
送
で
同
校
（
〒　

－

０
６
０

１９５

３
、
野
津
田
町
１
９
４
２
、
11
７
３
５

・
２
３
６
１
）
へ
。

●
町
田
荘
・
サ
ル
ビ
ア
荘
納
涼
祭

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
５
時　

分
〜

２９

４５

午
後
７
時　

分
／
よ
さ
こ
い
、
手
話
コ

３０

ー
ラ
ス
・
ダ
ン
ス
、
模
擬
店
ほ
か
／
□問
 

町
田
荘
11
７
９
１
・
０
９
０
５

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加

盟
・
町
田
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
お
勤
め
社
会
人
〜
週
末
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
】

　

学
童
向
け
科
学
実
験
教
室
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活

動
で
す
／
日
時
＝
８
月　

日
午
前　

時

１９

１０

〜
正
午
（
月
１
回
土
曜
日
、
午
前　

時
１０

〜
正
午
）
／
会
場
＝
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
セ
ン
タ
ー
／
定
員
＝　

人
（
申
し

１０

込
み
順
）
／
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田

１５

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
〒　

－

０
０
４
１
、
玉
川

１９４

学
園
７－

３－

５
、
11
７
２
２
・
９
８

８
０
）
へ
。

【
わ
く
わ
く
！
科
学
実
験
教
室
参
加
児

童
募
集
】

　

対
象
＝
小
学
３
年
生
程
度
以
上
／
日

時
＝
８
月　

日
午
前　

時
〜
正
午
（
月

１９

１０

１
回
土
曜
日
、
午
前
２
時
間
）
／
会
場

＝
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
／

定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費
用

２４

＝
１
回
２
０
０
円
（
材
料
費
・
保
険

料
）
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
学
校
・
学
年
・
年
齢
・
保

護
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
Ｙ
Ｍ

１５

Ｃ
Ａ
（
〒　

－

０
０
４
１
、
玉
川
学
園

１９４

７－

３－

５
、
11
７
２
２
・
９
８
８

０
）
へ
。

●
第
三
ま
ち
だ
福
祉
作
業
所
通
所
者
募

集
　

対
象
＝
市
内
在
住
の　

〜　

歳
く
ら

１８

４０

い
ま
で
の
方
で
、
愛
の
手
帳
を
お
持
ち

の
一
人
通
所
可
能
な
方
／
作
業
内
容
・

日
時
＝
室
内
作
業
（
パ
ッ
キ
ン
は
ず

し
、
切
手
張
り
等
）
…
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
、
屋
外
作
業
（
花

壇
管
理
）
…
週
１
回
／
人
員
＝
若
干
名

／
□問
 

同
作
業
所
11
6
７
２
９
・
６
５
８

０●
福
音
会
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
木

曽
山
崎
「
家
族
介
護
者
教
室
」

　

「
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の

方
や
近
隣
の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
ま

す
／
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日

時
＝
７
月　

日
午
後
２
時
〜
３
時
／
会

２４

場
＝
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
／
□問
 

同
セ
ン

タ
ー
11
７
９
２
・
１
１
０
５

●
日
本
赤
十
字
社
・
義
援
金
受
付

　

義
援
金
名
＝
「
平
成　

年
６
月
長
雨

１８

土
砂
災
害
義
援
金
」
／
受
付
期
間
＝
７

月　

日
ま
で
／
郵
便
振
替
（
手
数
料
無

１８
料
）
＝
口
座
番
号
…
０
０
１
１
０－

６

－

４
１
０
０
２
１
、
加
入
者
名
…
日
本

赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部
（
振
込
用
紙
の

通
信
欄
に
「
平
成　

年
６
月
長
雨
土
砂

１８

災
害
」
と
明
記
し
て
下
さ
い
）
／
銀
行

振
込
＝
銀
行
名
…
沖
縄
銀
行
古
波
蔵
支

店
、
口
座
番
号
…
普
通
預
金
１
４
９
２

８
３
６
、
名
義
…
日
本
赤
十
字
社
沖
縄

県
支
部
長
・
稲
嶺
惠
一
／
□問
 

日
本
赤
十

字
社
東
京
都
支
部
11　

・
５
２
７
３
・

０３

６
７
４
３

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
指
導
員

（
臨
時
）
募
集

　

夏
期
休
業
中
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
指

導
員
の
募
集
で
す
／
資
格
＝
小
学
校
・

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
保
育
士
資
格
を
お

持
ち
の　

歳
ま
で
の
方
／
期
間
＝
７
月

５０

　

日
〜
８
月　

日
／
勤
務
時
間
＝
午
前

２１

３１

８
時　

分
〜
午
後
６
時
の
間
で
、
４
時

３０

間
以
上
７
時
間　

分
以
内
／
勤
務
地
＝

３０

同
協
議
会
の
運
営
す
る
ク
ラ
ブ
／
申
し

●
昭
和
薬
科
大
学
「
薬
草
教
室
」

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
７
月　

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１５

３０

（
午
前　

時
〜
午
後
４
時
ま
で
薬
用
植

１１

物
園
を
開
放
）
／
会
場
＝
同
大
学
薬
用

植
物
園
／
テ
ー
マ
＝
遺
伝
子
組
み
換
え

食
品
―
本
当
に
食
べ
て
は
い
け
な
い
の

だ
ろ
う
か
？
／
講
師
＝
同
大
学
講
師
・

中
里
朱
根
氏
／
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

／
□問
 

同
大
学
薬
用
植
物
園
11
７
２
１
・

１
５
８
５

●
東
京
家
政
学
院
大
学
・
特
別
授
業「
味

の
十
字
路－

す
べ
て
の
鍵
は
食
生
活
に

あ
り－

」

　

対
象
＝
同
大
学
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周

辺
に
お
住
ま
い
の
方
／
期
日
＝
７
月　
２１

日
午
後
１
時
〜
２
時　

分
／
会
場
＝
同

３０

大
学
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
／
講
師
＝
同
大

学
客
員
教
授
・
城
戸
崎
愛
氏
／
申
し
込

み
＝
電
話
で
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
同
大
学
（
〒　

－

０
２
９
２
、

１９４

相
原
町
２
６
０
０
、
11
７
８
２
・
９
８

１
７
、
6
７
８
２
・
９
８
８
０
、
Ｅ
メ

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
参
加
者
に
「
大

学
」
と
は
何
か
を
、
大
学
・
社
会
人
・

大
学
生
な
ど
の
協
力
に
よ
る
講
演
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
模
擬
授
業
な
ど
に
よ

り
、
じ
っ
く
り
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　

高
校
生
（
保
護
者
、
教
職
員

等
も
可
）

○
期
日　

８
月　

日
（
火
）
〜　

日

２２

２４

（
木
）

○
会
場　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
相
模

原
市
弥
栄
３－

１－

１
）

○
定
員
・
費
用　

宿
泊
参
加　

人
＝
６

７０

０
０
０
円
、
通
い
参
加
１
０
０
人
＝
３

０
０
０
円
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
参
加　

人
５０

＝
１
０
０
０
円
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
で
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
８
月　

日
ま
で
に
、
首
都
圏
西

１５

部
大
学
単
位
互
換
協
定
会
事
務
局
（
〒

　

－

０
２
９
４
、
常
盤
町
３
７
５
８
、

１９４桜
美
林
大
学
内
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp

:/
/
w
w
w
.sh
u
to
k
e
n
se
ib
u
.a
c
.

jp

、
Ｅ
メ
ー
ルsy

u
to
k
e
n
@
o
b
irin
.

a
c
.jp

）
へ
。

□問
 

首
都
圏
西
部
大
学
単
位
互
換
協
定
会

事
務
局
11
７
９
７
・
９
９
１
４
、
企
画

調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

高
校
生
の
た
め
の

「
大
学
」
セ
ミ
ナ
ー

【
会
社
事
例
に
学
ぶ
仕
事
と
生
活
の
両

立
支
援
制
度
〜
短
時
間
勤
務
制
度
や
男

女
有
給
育
休
制
度
】

　

職
場
で
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
を

進
め
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
例

を
紹
介
し
、
現
場
の
声
や
対
応
す
る
人

事
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

○
対
象　

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者
、
労
働
者
、
関
心
の
あ
る
方

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
後
６
時

１９

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

八
王
子
市
学
園
都
市
セ
ン
タ

ー
第
一
セ
ミ
ナ
ー
室

男
女
雇
用
平
等
セ
ミ
ナ
ー

○
講
師　

東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生

命
保
険
（
株
）
・
二
村
紀
久
江
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込
み　

電
話
で
東
京
都
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
八
王
子
事
務
所
（
11

０
４
２
・
６
４
３
・
０
２
７
８
）
へ
。

□問
 

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
八

王
子
事
務
所
11
０
４
２
・
６
４
３
・
０

２
７
８
、
町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
11
７
２
３
・
２
９
０
８

○
対
象　

小
学
生

以
上
の
子
と
そ
の

親
で
２
日
と
も
参

加
で
き
る
方
（
子

ど
も
だ
け
の
参
加

も
可
）

○
日
時
・
内
容　

７
月　

日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時
＝

２２

制
作
、
８
月
５
日
（
土
）
午
前　

時
〜

１０

正
午
＝
絵
付
け
・ 
釉  
薬 
が
け

ゆ
う 
や
く

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
み
な
み
の
ト

ト
ロ親

子
陶
芸
教
室

　

障
が
い
者
が
自
立
生
活
を
楽
し
む
う

え
で
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
障
が
い
者
同
士
で

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
の
入
門
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

○
対
象　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
心
の
あ
る
方
（
障
が
い
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
）

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２８

　

分
〜
４
時　

分
（
１
時
か
ら
受
付
）

１５

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
電
話

２５

で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
町

田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
部
（
11

７
２
４
・
８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７ 町
田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

セ

ミ

ナ

ー

○
会
場　

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど
も

ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

込
み
＝
履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
お

持
ち
に
な
り
直
接
、
同
協
議
会
（
11
７

２
０
・
２
１
９
１
）
へ
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー
臨
時

職
員
募
集

　

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太

郎
美
術
館
」
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て

い
る
障
が
い
者
団
体
で
す
／
職
種
＝
福

祉
指
導
員
、
学
芸
員
／
資
格
＝
自
動
車

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
方
（
学
芸
員

は
有
資
格
者
）
／
勤
務
日
時
＝
週
３
日

前
後
（
休
日
出
勤
あ
り
）
／
人
員
＝
若

干
名
／
申
し
込
み
＝
履
歴
書
、
資
格
証

の
写
し
、
志
望
動
機
（
４
０
０
字
程

度
）
を
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

２０

に
郵
送
で
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
募
集

係
（
〒　

－

０
０
６
３
、
野
津
田
町
３

１９５

２
７
２
、
薬
師
池
公
園
内
、
11
７
３
６

・
８
２
８
１
）
へ
／
応
募
書
類
到
着

後
、
面
接
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー
ルk

y
o
m
u
@
k
a
s
e
i－
g
a
k
u
in
.

a
c
.jp

）
へ
。

●
法
政
大
学
「
小
学
校
高
学
年
の
た
め

の
乗
馬
教
室
」

　

対
象
＝
町
田
市
・
八
王
子
市
・
相
模

原
市
・
城
山
町
の
小
学
校
に
在
学
の
小

学
４
〜
６
年
生
（
必
ず
保
護
者
同
伴
）

／
日
時
＝
８
月　

日
午
前
９
時
〜　

時

２１

１１

（
午
前
８
時　

分
集
合
、
雨
天
時
は
８

３０

月　

日
）
／
会
場
＝
同
大
学
馬
術
部
城

２８
山
馬
場
／
講
師
＝
同
大
学
馬
術
部
監
督

・
鈴
木
孝
氏
ほ
か
／
人
員
＝　

人
（
申

３０

し
込
み
順
）
／
費
用
＝
５
０
０
円
（
保

険
料
等
）
／
申
し
込
み
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
学
校

名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
・
電
話
番
号

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
、
８
月　

日
１１

ま
で
に
同
大
学
馬
術
部
（
6
７
８
２
・

０
０
０
５
）
へ
／
８
月　

日
ま
で
に
申

１４

し
込
み
者
全
員
に
参
加
可
否
を
連
絡
し

ま
す
／
□問
 

同
大
学
馬
術
部
11
７
８
２
・

０
０
０
３
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
国
士
舘
大
学
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共

生
と
発
展－

　

世
紀
ア
ジ
ア
が
目
指
す

２１

パ
ラ
ダ
イ
ム
」

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
７
月　

日
午
後
３
時
か
ら
／
会
場
＝

１６

同
大
学
鶴
川
キ
ャ
ン
パ
ス
／
講
師
＝
建

築
家
・
黒
川
紀
章
氏
、
キ
ル
ギ
ス
共
和

国
副
首
相
・
イ
シ
ェ
ン
グ
ル
・
ボ
ル
ジ

ュ
ロ
ワ
氏
ほ
か
／
当
日
は
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
同
時
開
催
／
鶴
川
駅
か
ら

無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
／
□問
 

同
大

学
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
11
７

３
６
・
１
０
７
０

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
北
海
道　

釧
路
川
源
流
域

の
自
然
林
探
索
の
旅
、
昆
虫
の
魅
力
を

探
る
、
実
践
伴
奏
法
講
座
基
礎
集
中
講

座
、
教
師
の
た
め
の
歌
唱
教
材
ア
レ
ン

ジ
法
入
門
、
小
児
救
急
法
講
座
、
自
動

体
外
式
除
細
動
講
座
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
コ
ー
ス

・
Ｐ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
）
、
宅
建
試
験
対
策

講
座
実
践
コ
ー
ス
、
博
物
館
・
美
術
館

研
修
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
南
イ
タ
リ
ア
考

古
学
研
修



２００６．　．　（　） ７ １１８ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

７／

１１
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１７日　グル
ープ　Ｏ展○問 吉岡11７３５・２４１４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：広袴公園、武蔵岡住宅
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１２

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

１３
木□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”
★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１４
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

１５
土

☆市民ホールギャラリー（～１７日　フィラー
ジュ絵画造形展○問 絵画造形教室フィラージ
ュ11７２０・２３７０）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　 ▽内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　 ▽外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　あけぼの病院  （11０４２・７２８・１１１１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　 ▽豊川小児科内科医院○内 ○小 
 （つくし野２－１８－１８　11７９５・４４６５）

　 ▽阿南内科医院○内  （原町田６－２９－３　11７２２・６０２６）
　 ▽岡田医院○内  （玉川学園５－１－７　11７２７・６６６７）
　 ▽あめみや内科クリニック○内 
 （金井３－１７－１３　11７３７・３８６０）

　 ▽小出クリニック○内 ○小 
 （木曽町４６７－１８　11７２１・２９１８）

１６
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　 ▽内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）

▽外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　 ▽虫明クリニック○内 ○小  （金森１１７０　11７８８・５０７８）

▽石場こどもクリニック○小 
 （旭町１－１５－２１－１０１　11７１０・１３２２）

　 ▽玉川学園前診療所○内 
 （玉川学園５－１－９　11７３２・８２２５）

　 ▽田村胃腸科内科クリニック○内 
 （能ヶ谷町１０５９　11７３５・５６６７）

　 ▽泰生医院○内 ○小  （小山町２４７０－５　11７９７・７４２３）

１７
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１８
火

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時１０分：鶴川区画整理事務所前、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

○なんでも健康・栄養相談（１０時～１２時１０分　総合体育館
○問 健康課11７２５・５１７８）

１９
水

☆国際版画美術館市民展示室（～２３日　俊 
子 巖 展○問 吉 田11７３５・３６１６／～２３日 
第２３回果林展○問 榎森11７５５・０８９９）

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～２４日　若葉会「第６回
若葉会写真展」○問 町田市フォトサロン「秋
山庄太郎美術館」11７３６・８２８１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ヶ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１３日を参照して下さい）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

２０
木

○江戸川競艇開催（～２５日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�
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